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白山スーパー林道はどういう目的で作られたか、その概要

 
 
 
白山林道（通称白山スーパー林道）は、秘境と言われ手つかずの北方白山の森林資源の有効活用と森林管

理を主な目的としながら、悲願であった加賀（石川県）から中京（岐阜県）への経済交流道路（金沢から名

古屋までの金名線構想の実現）及び地域振興道路として開設されました。 

また、以前から蛇谷の峡谷美が大変美しいと言うことが知られており、多くの人達に白山国立公園を縦断す

る公園道路として、自然にふれていただきたいという意味も込められ開設されています。 

工事は昭和42 年 10 月から50 年 11 月まで森林開発公団（現在の緑資源公団、全国で２３路線のスー

パー林道開設を担当する。）によって、林道としての機能する道幅 4.6ｍ（１車線）の部分について進めら

れました。しかし、両県は将来の交流拡大を考慮して、石川県においては、全線を道幅 6.5ｍの２車線道路

として、岐阜県は、トンネル、橋の構造物に限り２車線道路にする建設を公団に委託して工事が進められま

した。しかし、工事は地形の急峻な山岳の岩盤地帯を通過することから、発破工事が主流となり、ショベル

ドーザー等の建設機械や資材をヘリコプターで輸送するなど難工事となり、工事関係者９名の尊い命が失わ

れております。 

公団の工事が終了後、両県に引き継がれ両林業公社において、道路の道幅を広げる工事や、舗装工事、ガー
ドケーブル、落石防止工事等の安全施設整備工事が順次実施され、昭和52 年 8 月 26 日に有料道路として 

一般の人達に利用されるようになり、その後、カーブなどの改良を行い、昭和63 年には大型バスの利用も可

能となりました。 

年間の平均利用車は、昭和63 年の大型バスが通れるようになってから、106,800 台となっており、６月

～９月のグリーン期には、峡谷の大自然美を求めて、10 月～11 月には、日本一と言われる紅葉を楽しみに

年間約５０万人の人達が訪れています。 

 
 
 

白山スーパー林道の管理について
 
 
 
１ 除雪について 

白山スーパー林道の除雪は、冬期間、閉鎖されていた中宮温泉の利用も考慮し、3 月下旬から 5 月中

旬まで行われます。雪は林道上に谷側は浅く、山側は深く、三角形になるように積もっており、圧雪さ

れて硬く、時には氷の固まりのようになっています。これは、地形が急峻であることによって度々発生

する、雪崩による圧雪のためです。 

雪崩は、除雪中でも頻繁に起こり、危険を監視しながらの作業となりますが、除雪が完了しても山腹

面に雪がある時は、通行の安全が確認できるまで開通できない状況にあります。この状況を見極めるた

め、通常開通が６月上旬になり、残雪は期待できないが、ブナの新緑の美しさは十分に楽しめます。 

 
 
２ 雪の害をなくするため施設を撤去し、翌春に布設する 

 雪は、美しくて魔物と言われるように圧雪された雪や雪崩は、融ける時に林道の施設を破壊するこ 

とが度々あるので、ガードケーブルや標識、落石防止柵等をシーズン終了後、新雪に追われながら撤去し

ております。 

撤去した施設は、トンネルを倉庫代わりに一時保管して、翌春の除雪終了後に順次布設しています。こ

のため、林道の維持管理費が一般の道路に比べて高くなります。 

 
 
３ 気象条件等による規制について 

白山スーパー林道は、地形が急峻である事から、気象条件による自然災害を未然に防止し、通行車両

の安全を確保するため、気象観測装置を設けて「通行注意」や「通行止め」の規制を行っています。 
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気象条件 通行注意 通行止 

時間雨量 ２０㎜     ２５㎜ 

２４時間雨量 ５０㎜     ７０㎜ 

連続雨量 ６０㎜     ８０㎜ 

最大風速 １０ｍ／sec １５ｍ／sec 

濃霧視界 ５０ｍ     ２０ｍ 

積雪・凍結時  通行止 

 
 
４ 夜間の通行規制について 

白山国立公園を縦断していることから、夜間に移動する野生動物を保護するため、夜間の通行を規 

制しています。 

 
通 行 止 め に し て い る 時 間   ６月～  ８月  １９：００～７：００ 

  ９月～１１月   １８：００～８：００ 

 
 
５  二輪車、歩行者の通行禁止 

 
○  二輪車の規制 

 白山スーパー林道は、カーブ、急勾配が多く、また、高地でもあることから、路面が湿潤となる日 

が多いため、二輪車の通行は、高度の制動技術が求められるほか、二輪車特有の横滑りの発生及び安

定性から、交通事故の発生が憂慮されます。 

このため、石川県、岐阜県の公安委員会では、二輪車の通行を禁止ししています。 

○  歩行者の規制 

 白山スーパー林道は、林道の構造上、歩道と車道の区別がなく、また、急カーブ、急勾配が連続し 

ているため、車両とのミスマッチングによる事故を防止するために、歩行者の通行を禁止しています。 

 な お 、歩 行 者 に は白山を望めるなど、素晴らしい自然景観を楽しんでいただくために、開通

前と閉鎖後に歩行者への開放やシーズン中における「早朝さわやか散歩」等のイベントを実施して   

います。 
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スーパー林道沿線の見どころ

 
 
○  ブナオ山観察舎 （標高５９０ｍ） 
 
白山国立公園には、豊かな自然が多く残されており、野生動物の楽園でもあります。野生
動物の自然のままの生活を目の前で観察できる観察舎として昭和56年にできました。 

観察舎内には、クマ・カモシカ・サルのはく製や骨格標本、大型双眼鏡、望遠鏡、地形模型等が

展示・設備されています。 
 
 

・ 積雪のある時が動物を観察しやすい 

・ 冬季のみ開館 

・ ブナオ山の斜面で観察できる動物 

ニホンサル・カモシカ・ツキノワグマ 

                        ·餌を食べている姿が見られます 

・ 上空を旋回する姿 

イヌワシ・クマタカ 

・ 餌をついばむ姿が観察できます。       

アカゲラ・カケス・小鳥たち等 

 
 
 
 
 
○ 白山自然保護センター中宮展示館 （標高６１０ｍ） 

昭和４８年、自然保護調査研究のため建設され、白山国立公園に生息する珍しい動植物の生

態を知る貴重な資料や、白山麓の風俗資料などが展示されています。白山の自然を知る格好の

手がかりとなる。また、自然保護センター後方から蛇谷川に沿って、ヂライ谷まで歩道がつけ

られており自然観察園として、 

ニホンカモシカや野猿の生態観察

ができますが、自然の動物たちは

気まぐれです。人間の都合に合わ

せてくれないので、そのつもりで

野鳥の囀りを聞くのもよい。セン

ターの玄関にはサル、クマ、カモ

シカの足跡を形取っており、訪れ

た人達は、初めて見る動物の足跡

に感激している。 
 
 
 
この自然保護センターは、素晴らしいハイビジョン画像があり雨天時や時間調整などに是非
お薦めしたいところです。展示物もとっても良いものです。 
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気軽に職員に尋ねてください、皆さん自然観察員です。 

 
 

自然保護センターハイビジョンスクリーン 

                                お薦め 

１． 白山の四季                 １５分    ① 

２． 夏に輝く小さ な 命  白山の高山植 物   ５分     ③ 

３． 白山をまもる た め に           ８分 

４． 白 山  神秘 と 伝 説          ６分     ⑤ 

５． 白山  水の旅               ５分     ② 

６． ブナ林の四季 －白山の自然－      ５分     ④ 

７． とんぼ 複眼の飛行士         １５分 

８． チョウ 花の妖精         １５分 

９． クモ糸のアーキテクト        １５分 
 
 
 

さるが じょうど 

○ 猿ヶ浄土（浄土山）  
 
白山自然保護センターの後ろにそびえたつ山は断崖絶壁。ここを猿ヶ浄土という。 

センター手前の谷から、しりたか谷までの間の山は、藩政時代「おとめ山（お咎めを受ける山）」

といわれ禁猟区で、何人の入山を禁じていたので、サル、クマ、カモシカの天国となり、    

猿ヶ浄土又は浄土山と呼ばれている。 

・ ヂライ谷で、火薬の原料黒鉛が採れた。 

・ アカチ谷で、金が採れた。 

・ 加賀藩は、幕府に内緒で薬用としてサルを増殖した。 

「おとめ山」のお陰で、石川県で日本サルの生息が保護されたのは、この区域だけであった。 
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○ 蛇谷自然観察園 

ヂライ谷から良質の黒鉛が取れ、加賀藩の秘密の採掘場であったことから、地雷、即ちヂラ

イ谷と呼んでいる。この山周辺にサルの群が多く、昭和４２年、吉野谷村と糸田敬二氏（金沢

市）の努力により餌付けに成功して、観光客に喜ばれていたが、人に慣れて危害を及ぼすばか

りか厳しい冬の大自然の中で生きて 

いくためには、サルのためによくな

いと判断されることから、平成７年

に餌付けを止め自然のままの状態に

戻した。人の食物によりサルに悪い

影響がでるので、与えないよう充分

な注意をお願いしたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○  しりたか滝（後高） （標高６９０ｍ） 
 
しりたか山を源流として、蛇谷に入って１番目の大滝である。 

山水霊谷美というか白絹を垂らしたように落ちる水と深く削られた岩壁、僅かの亀裂に根を張

り、枝葉を伸ばして青々と茂っている松などの植物群性が素晴らしい。まさに絶景である。 

また、この滝は３段になっており、見る角度、水量によって違うところが面白い。さらに、

秋の朝日が出る１１時ごろまで、滝の中程に虹が舞う素晴らしい滝である。 
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あかち 

○ 赤石の滝（三味線滝）
 
昔、金を掘ったところで、ベニ石（赤石）がいぼ状に岩石にくっついていたところから赤石 

谷と呼ばれ、又、水が増水すると 

三味線の糸のように三方に分かれ

水が流れるところから、三味線滝と

呼ばれている。 

普段は、谷が浅いことから水が少

なくて本来の滝らしいところは見

られないが、降雨時は上方からも水

が滴り、霞がかかると水墨画の深山

風景を醸し、正に絶景である。 
 
 
 
 
 
 
 

かまそこ 

○  岩底の滝 （標高７１０ｍ） 

滝の上に直径２ｍの釜形の淵があり、１０ｍ位の流木を入れても沈んでしまうという底なし

の淵である。修験者はこの滝から尾根伝いに仙人窟に登り修行する。 

昔、女人禁制の聖地を犯し、この淵まで登り神罰を受けて淵に落ちて死んだ女がいるという 

話が残っている。その上に樹齢５００年とい

われる大ケヤキが茂っている。 

この周辺は、蛇谷峡谷のＶ字地形の代表的

なもので、断崖絶壁の岩肌とそこにそそり立

つ松の勇姿は見事という言葉しか見つから

ない。 

新緑の時期は水の量が多く非常に見応え

がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紅葉時期は、素晴らしい色合になり 

絶景である。 
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○ 蛇谷大橋 （標高７３０ｍ） 

蛇谷川峡谷の清流の眺めが、左から右に替わる唯一の大橋で、長さ７０ｍ、高さ４５ｍあり、

峡谷の美しさを一層引き立たせ 

ている。 橋のアーチの間から清流

を覗くと柱状節理の岸壁に北五

葉松（キタゴヨウマツ）がそそり

立ち、とうくずれ谷の水が、滝と

して流れる景色は、実にすばらし

い・・絵になる。（大橋付近の岩

石は、溶岩が冷え固まり収縮する

ときにできる柱状節理が見られ

る。） 

 
 
 
 
 
○ かもしか滝（五色の滝）(五重の滝)（とうくずれ滝）  

このあたりは、カモシカの生息密度が日本一といわれる地区で、かもしか滝という。修験者

の盛時には五重の滝と呼ばれていた。また、滝の流れが飛び跳ねているなど、いろいろな形が

あることから五色の滝ともいいます。さらにこの滝の上方の岩盤は、砥石になるので、とうく

ずれの滝とも呼ばれている。滝上のそそり立つ岸壁にニッコウキスゲの花が美しく群生してい 

る。イワツツジ、ヒメウツギが咲く季節も見ごた

え十分である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６月末頃は、ササユリの群生地でとっても 

奇麗なピンクがかったササユリです。 
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○ 霧晴れ岸壁 

１号トンネルの対岸、霧晴峠から蛇谷清流に指す岸壁は、蛇行する清流とブナ、ミズナラの

天然林と垂直岸壁に生える蔦、ツツジ等の草木が織り成す紅葉とアバランチシュートの尾根に

生えるキタゴヨウマツの緑がマッチして、仙人が出る深山的風景画である。霧がかかれば正に

絶景である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 蛇谷１号トンネルと自然保護運動 

白山スーパー林道の主目的は、木材の搬出等を目的とした林業用で開設されていた関係から、

工事費は安くというのが原則であった 

ため、切取土砂が谷筋に捨てられたことか

ら林道開設による自然破壊が一時期（昭

和４４年から）大変な問題になった。 

当初この計画になかったトンネルを

１３カ所増やして工事が進められまし

た。蛇谷１号トンネルは、峡谷の自然景

観美がよく残った例といわれています。

冬期時各トンネルは、道路機材の倉庫に

なります。 
 
 
 
 
○ 小親谷の滝と三つのこぶ岩 

蛇谷８滝に数えられることもあるが、水量も

少なく、道路から遠いこともあることから、目

立たない存在である。 

上方のラクダのこぶに似た奇岩まつわり風

景がマッチして、霧がかかると大変美しく、水

墨画の山水美そのものである。 

こぶ岩の尾根を大屏風、その対岸を小屏風(霧

晴峠)といって、山水画にしたい風景からの命名

といわれる。 
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○ 蛇谷園地 （標高７７０ｍ） 

駐車場の下は、ブナ、ミズナラの天然林の森林浴を浴びる園地と、イワナの棲む蛇谷の清流を

眺めながら、姥ヶ滝と親谷の湯まで散策すると良い。 

白山スーパー林道の工事が始まるまで、中宮温泉から親谷の湯まで、渓谷沿いに遊歩道が 

あって、大水で度々流されるつり橋や渓流桟橋等が整備されていた。駐車場の天然林の中に 

村営の山小屋が昭和56年まであった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ マグマの噴出跡岩脈 

道路の法面に柱状節理が横になっている部分がみられます。（通常見られるのは縦の節理） 

この岩石は周辺の岩石（溶結凝灰岩）ができた後に、地中からマグマが上昇して固結したもの

で岩脈といいます。 

岩脈は、ここと林道の他の場所や白山地域でもしばしば見られますが、大昔の火山活動を  

知るうえで重要なものです。 
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○  親谷の湯 

姥ケ滝の対岸に滝の爆音と清流を眺めながら入浴ができる露天風呂がある。昔、飛騨からも

国見峠（国見山）を越えて、この湯で病気を治したといわれ、皮膚病にとってもよいと言われ

ています。 

温泉効能は、泉質（含重曹

食塩泉でナトリュウムや塩

素、炭酸水素イオンが多く含

まれているのが特徴）もよく

名瀑、姥ヶ滝を見上げる景色

もよく、男女混浴ということ

から日々多くの人が入浴に

きています。近くに自噴する

温泉がいくつもあり、川の両

岸の割れ目から95°Ｃの湯

が流れている。 

 
 
 
 
 

うば 

○  姥ヶ 滝 （標高８００ｍ） 

1990年に｢日本の滝１００選｣の一つに選ばれた滝で、昔、ここで老仙女が白髪をといていた

という伝説があり、岩肌に沿って落ちる数万条の流れを老婆の白髪にみたてこの名が付いたと   

いわれます。 
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じょう       みずのり 

○  尉ヶ滝（水法の滝）（標高８１０ｍ）

蛇谷八景の一つで、蛇谷2号トンネルを抜けると直ぐ左頭上に白絹のように流れる雄大な滝、

水法の谷(滝)が出現する。（滝を真二つに割って林道が通過しているので身近に見られる。）

男性的な姿と姥ヶ滝の真向かいにあるため、姥に対して尉ヶ滝と呼ぶようになったと言われて

いる。岩盤の中間に島のように大木が茂り滝と相まって大変美しいところである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○  アバランチ・シュート 

一般的な谷の横断面はＶ字型になりますが、蛇谷の谷壁は雨樋のように浅いＵ字型の横断

面をしています。蛇谷の地形の特徴で、アバランチ・シュート(abalanche chute)と言われ

るものです。アバランチは雪崩のことで、シュートは溝のことです。 

急峻な地形で雪崩が繰り返し起こるため、植生を破壊して、もろくなった岩片を削り取り、

Ｕ字地形になったと考えられています。このような地形は、多雪地帯である日本海側の山地に

分布していて、そのなかでも硬い岩盤地質のところに多いようです。アバランチ･シュートの

尾根には、キタゴヨウマツ、クロベ等の針葉樹が生えて、深山的雰囲気を一層引き立たせてい

る。 
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○  峡谷のぞき  

３号トンネルの手前から真下を覗くと、はるか下に渓流の流れが見え、あまりの絶壁と高さ

で鳥肌の立つ思いがする。ここから、Ｖ字地形で原生的な蛇谷本流の景色と対岸のアバランチ・

シュートの深山的雰囲気が堪能できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふくべ   きけいいわ 

○  瓢箪の奇形岩 

蛇谷本流と分岐し、瓢箪谷に面する、この岩盤は、中腹に帯状の断層を持ち、丸い穴窟があ

り、一見もろそうな岩質、奇岩を飾る、キタゴヨウマツ、ツツジ類等の植生の美しさ、新しい

名所として名前がほしいくらいの奇形岩である。 
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みょうほうざん 

○   妙法山（標高１，７７５ｍ） 

遠望した妙法山の姿は美しい三角錐に見えて、古くから「仏像を埋納した山」・「仏に会え

る山」と伝承され、白山へ登拝した修験者などが修行した峰と考えられてきた。 

山頂には三角点が置かれ狭い場所であるが、眺望もよく、周囲の山並みを一望することがで 

きる。この山頂に経塚があり、昭和８

年４月に石組の遺講が発掘され、金沢

市玉川博物館に収蔵されている。（出

土品は銅箱（経箱）と木札である。）

三方岩岳と妙法山の間に、もうせん 

平という池があり、地名が示すごとく

食虫植物のモウセンゴケの群落が見

られ、ハクサンコザクラ、コバイケソ

ウ、ニッコウキスゲの群落も見られま

す。 

尾根・・・念仏尾根と呼ばれる 
 
 
 

    

 
 
 
 

 

 
 
 
 
      

○笈 ヶ 岳 （1841ｍ）大笠山（1832ｍ）奈良岳（1644ｍ）大門山（1572ｍ） 
おいずるがたけ おおがさやま ならだけ だいもんやま

 

霊峰白山から妙法山､三方岩岳を経て北の奈良岳へ延びる稜線は、加賀と飛騨の分水嶺である

と同時に、石川県 ・岐阜県・富山県との県境でもある。 笈ｹ岳（1,841m）は、古くから加賀･

越中・飛騨の国境されてきた。この山名の笈（おい）とは、修験者や修行僧が経典や衣類を入

れて背負った葛篭のことで「加越能三州三密図」では「笈釣」と明記されている。山頂の経塚

から明治３８年８月多くの山岳遺跡が発見され、東京国立博物館に収蔵されている。（経筒、

和鏡２面、金銅仏４体、木彫地蔵体、剣５本、短刀３９本等） 

 笈ヶ岳( 1841m） 大笠山(1832m）  奈良岳(1644m）  大門山(1572m） 
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○ 白山国立公園と各種保護地域 

白山国立公園は、昭和３０年に国定公園に指定され、その後昭和37年11月12日に国立公園に

昇格しました。石川・岐阜・福井・富山の４県にまたがる山岳国立公園で総面積47,700ha（石

川県25,735ha、岐阜県14,017ha、福井県5,206ha、富山県2,742ha）あります。 

全国で２８ある国立公園の中では、白山は面積で１６番目と決して広い方ではありませんが、

原生の自然が残っている最も重要な「特別保護地区」の面積が全体の37.4%の17,857haと５番

目の広さがあることや普通地域が全くないことなど、質的に優れた国立公園といわれています。

また、国連のユネスコ事業であるＭＡＢ計画で生物圏保護区に指定されており、我が国では 

屋久島、大台ヶ原・大峰山、志賀高原、白山の４カ所です。国際的に認められた保護区といえ

るところです。そのほか、原生的で貴重な天然林が残されているところを保存する「森林生態

系保護地域（林野庁）」と鳥類や哺乳類の保護繁殖を図る目的として、狩猟が全面的に禁止さ

れている場所を指定する「国設白山鳥獣保護区」になっています。 

 
 
○ 蛇谷峡谷を形作る岩石  

白山スーパー林道沿いの岩盤を形作るのは、中生代白亜紀後期から新生代古三期に噴出した

火山岩です。濃飛流紋岩と呼ばれるもので、年代的には6000年から7000万年頃にできたもの

と言われています。 

この流紋岩は溶結凝灰岩と火山角礫岩に大別され、溶結凝灰岩が大半を占めています。溶結

凝灰岩は一般に堅く緻密で、時には縦に割れ目が入っています。その割れ目を柱状節理と呼び

ます。 

 
 
○ 滝のでき方と種類 
 
蛇谷を特徴づけるもののひとつに滝があり、峡谷の素晴らしさに花を添えています。 

滝のできかたとしては、川が河床を削っていく際に硬い岩が削られずに残され、そこに段差が

できて滝ができたりします。蛇谷の滝の多くは本流と支流が合流する地点にできています。こ

の場合は、岩質の違いでなく、流量が多い本流の方が削られ方が強いため、その差が滝になっ

たものと考えられています。 

滝のタイプは、二つに分かれます。一つの滝

の勾配が垂直に近く､水はまさに落下して流れ

るもので、｢ふくべの大滝｣や｢しりたか滝｣が 

これにあたります。もう一つは、滝の勾配が垂

直でなくなだらかに水が流れるもので、「姥ヶ

滝」や｢赤石の滝｣がこれにあたります。 

この二つのタイプがあるのは、岩質の違いに

よるものと考えられます。 

「ふくべの大滝｣や｢しりたか滝｣は、火山角礫岩と凝灰岩からなり、「姥ヶ滝」や｢赤石の滝｣は、 

凝灰岩のみからなります。火山角礫岩は、凝灰岩に比べてブロック状に崩れ落ちやすく｢ふくべ 

の大滝｣や｢しりたか滝｣は、この岩が崩れ落ちて垂直な断面の滝にできあがり、 
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これに対して、「姥ヶ滝」や｢赤石の滝｣は、

徐々に凝灰岩が削られて、水が垂直に落

下するほど急にならなかったものと思わ

れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 多くの高山植物が白山を西限とする 
 
白山には約２５０種の高山植物が生育しています。 

白山は高山帯を持つ山としては、日本で一番西に位置します。白山より西には、大山（１，７

１３ｍ島根県）や石鎚山（四国１，９８２ｍ）など比較的高い山はありますが、白山より低く、

南に位置しているため高山帯がありません。このため、１００種越える高山植物が白山を西限

としています。例えば、ハイマツ、クロユリ、ハクサンコザクラなどです。 

しかし、白山には立山に比べると高山植物の種類は少ないです。コマクサ、チョウノスケソ

ウ、チシマギキョウなどは白山には見られません。それだけ標高が低く高山帯が少ないから 

です。 

 
 
○ 白山にちなんだ名前 

白山は信仰の対象として古くから開けられました。そして古くから多くの植物学者が白山を

訪れ、調査を行い新しく発見されたものに名前をつけました。そのため、高山植物には、白山

にちなんだ植物名がつけられたものがいくつもあります。 

白山にちなんでハクサンという語がついた植物が１８種あります。これ以外にも、ハクサン

ガヤ（アオノツガザクラ）やハクサンモミジ（ミネカエデ）のように標準和名として使われて

いないものも含めると３０種余りになります。他の山では、立山が１０種類（タテヤマアザミ

など）、白馬岳が１３種類（シロウマリンドウなど）となっています。 

      白山にちなんだ花の名前 

白山アザミ白山カニコウモ リ 白山ハタザオ 

白山オミナエシ 白山オオバコ  白山イチゲ  

白山カメバヒキオコシ白山スゲ白山チドリ 

白山タイゲキ  白山コザクラ 白山シャクナゲ 

白山シャジン白山イチゴツナギ白山フウロ 

白山ボウフウ 白山トリカブト 白山サイコ 

オヤマリンドウ 

ゴゼンタチバナ 

クロユリ（石川県花）        上記のオヤマは白山の御山を、ゴゼンは白山の 

                  御前峰をさしています。 
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ハクサンコザクラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 蛇谷八景 

蛇谷峡谷の美しさをあらわす言葉である。「猿ヶ浄土」と七つの滝（しりたか滝、赤石

の滝、岩底の滝、かもしか滝、姥ヶ滝、水法の滝、ふくべの大滝 ）をいう。 
 
 
 
 
○ 白川郷合掌造り（世界遺産） 
 
白川村荻町は、合掌造りの民家集落として重要伝統的建造物群保存地区、世界遺産として 

平成７年１２月６日に指定された。

白川村の合掌造りは越中五箇山と荘

川村のものとは違って、壮大な切り

妻屋根の「かや造り」と呼ばれるも

ので四、五階建ての「古代」ビルデ

ィング」という感じである。積雪の

多いこの地方では、雪の重力に耐え

ることが重要であるため、柱は一間

ごと太いものを立て、屋根の傾斜

は約６０°にしてある。この屋根の

葺き替えには村内の男女総出の奉仕

作業で行われる。建築には釘、カス

ガイの金具類は一切使わず、クサビ

のほか 

ネソ（学名マルバマンサク）とよばれる粘りけのある木と藁縄でしめあげる。二階から四階ま

ではツシと称して主に養蚕の場ですが、物置や作業場としても使用された。二階以上の床は、

板張りでなく篠竹を編んだスノコを敷き並べてあり、このため、一階の炉火の煙が上までのぼ

り、屋根裏にすすが付着して防虫効果として役立った。 
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○ 白山と三つの禅定道 と  三馬場 
 
禅定とは仏語で瞑想の意味があり「静寂三味にして清慮を修する」とあります。 

白山は養老元年（７１７年）に泰澄大

師が開山されたと言われています。泰

澄大師が登られてから１００年余り

経った天長９年（８３２年）に白山へ

登る道が３カ所作られました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

加賀禅定道・・・・石川県白山市尾添から登拝する道   白山比咩神社 

越前禅定道・・・・福井県勝山市平泉から登拝する道   白 山 平 泉 寺  

美濃禅定道・・・・岐阜県白川村大白川から登拝する道   白山中居神社 
 
 
 
○  白水の滝 

日本三大名爆（日光華厳の滝、熊野那智の滝）の一つといわれている。落差７２ｍ、幅８ｍ、

絶壁を叩き落ちるすさまじさ、原生林の中を 

白煙が霧となってまわる豪壮な眺めが見ら

れる。（昭和２年の岐阜県の天然記念物に指

定）昔、白山権現が米を磨いた水を流したた

め、流れる水が白くなったので白水の滝と名

付けたという伝説があり、白川村の名の由来

と伝えられている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ どぶろく祭り 

和銅年間、奈良朝の初めの頃、白川村荻町に八幡神社が祭られたときから今日まで引き継が

れている一種の奇祭である。”天下御免のどぶろく祭り”毎年１０月１０日から５つの集落で

繰り広げられている。どぶ（濁り）酒は、９斗９升９合９勺に限って醸造が許されていた。（現 
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在は醸造量に応じて納税し

ている）祭りは、八幡宮で

神事の後、赤鬼青鬼の先導

で、みこしが区域をねる。

五色の吹き流し、獅子神楽

の長い列が笛太鼓の祭ばや

しに浮かれ、紅葉し始めた

合掌造りの間を練り歩く。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 樫の木と蓮如峠 

文明７年蓮如上人が越中桂から加須良（白川村）を訪れ、さらに嘉念坊の招きで鳩ヶ谷へ向か

うとき加須良の信者に「杖をここに立て、来春めでたく葉がひらいたらこの地に法舎を建てよ

う。蓮如が残す仏法のしるしだ。」と自分愛用の杖を地面に突き立てて別れていった。翌春、言

葉通りに根が付き根本が細く上の太い逆さの樫の木となって成長した。また、上人を迎え送る

ために里人が切り開いた道があり、頂上を蓮如峠と呼び、上人が休んだ岩を蓮如岩と呼んでい

る。スーパー林道に蓮如道と接続しているところがある。 

蓮如茶屋駐車場から徒歩５分で、どちらも見える素晴らしい展望台である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白川郷展望台から荻町の集落

や世界遺産の合掌造りを望む 
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ブナの原生林 

 
○ 大窪池とミズバショウ 
 
４月下旬から５月にかけて大窪池群生する大ミズバショウが真っ白に花包を開く。 

 
 
○ 帰雲城伝説 
 
天正年間、飛騨帰雲の猟師が白山を登り、別山から金の観音像を盗もうとしたが、重くてど
うにも動かなかった。このことを折立村の長者弥左衛門に話したところ、老母が自分の腰巻き 

与え仏像にかぶせると簡単に運べるといい、いり豆

を食糧として与えた。猟師は、教えられたとおりに

して盗み出し、奥妙法の水沢上の金山でたたらにか

け、鎚打ち砕こうとしたが、鎚がはね返ってだめ。 

７日 ７晩目に大地震が起こって帰雲城が崩れ、人々

も地下に没し、折立村も全滅、長者屋敷の金ムクの

マセが流れてしまった。マセが引っかかった所をマ

セが谷、鞍引っかかった所を鞍が谷、馬の引っかか

った所を馬の谷といい、長者屋敷跡には豆が生えな

かったという。 
 
 
 
 
○  白川民謡「こだいじん」・「白川わじま」 

「こだいじん」「白川わじま」は岐阜県指定重要無形文化財で、白川を代表する郷土芸能。

単調、粗野の中に哀調がこめられ、三味線の伴奏で娘たちが踊る。 

「こだいじん」 

４９０年前白川郷二大勢力であった帰雲城主内ヶ島為氏と一向宗の草分け 
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である三島将監の争いにまつわる民衆の気遣いとヤユが歌として読まれた

のが起こりという。 

「白川わじま」 

天正時代に能登輪島から多くの若い衆が白川郷へ漆かきに来ており、望郷の

思いで、輪島まだらを唄ったのが伝わっていると考えられている。 

 
 
 

ちゅうぐう 

○  中 宮 温 泉  

中宮温泉の発見には、２つの伝承が残されている。１つは、白山麓で行われていた出作り耕

作（山地斜面を焼き払い、ヒエ・アワなどを栽培する焼畑を営むために、村を遠く離れて山で

生活し、耕作すること）に、山奥深くわけ入った村人が、ある日谷間にじっとうずくまる白鳩

を見つけた。不思議に思った村人が白鳩のそばに寄ってみると、鳩の足元からこんこんと湯が

湧き出していたという。こうして中宮温泉が出作り耕作に来ていた人に発見されたと伝えられ

ている。 

もう１つは、白山を開いたと伝えられている泰澄大師（７４７年）がうずくまる白鳩を見い

だして、その導きで温泉を発見したというものである。以来、”人里離れた奥山の秘めたる湯

の里”、”知る人ぞ知る胃腸の霊泉”として親しまれてきた湯です。お食事は、山の宿ならで

はの素朴な風味の数々、下界では決して味わえない本物ばかりです。旅館は３軒と市営の国民

宿舎がある。 

泉質は含重曹弱食塩泉、胃潰瘍、

十二指腸潰瘍、慢性胃カタル、切傷、

火傷、気管支症、慢性心臓病、慢性

膀胱カタル、慢性リュウマチ、便秘、

皮膚病、婦人病等。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 一里野温泉 （標高５００ｍ） 

一里野という名称の由来は、尾添区の古老の話では、尾添野の村はずれから通称峠尾まで一

里（４ｋｍ）あるところから一里野と名付けたという。またの説に桧新宮（加賀禅定道にある

新宮よりこの地まで一里あるところから一里野と名称したという二説がある。（民謡、大津絵

節（十八か村の唄）の各所名物の中に「尾添の一里野」と唄われている。） 

昭和４８年３月に環境庁の国民休養地及び県立自然公園の指定を受け、一里野温泉スキー場 
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が開発され、今では、県を代表する

スキー場となり、年間通じて多くの

観光客が訪れる休養地となってい

る。温泉は、岩間温泉の自然湧出す

る湯元から１０ｋｍに渡って特殊

保温パイプにより、引湯した温泉で

す。 

泉質は、ナトリューム塩化物泉で

無色透明、神経痛、筋肉痛、リュウ

マチ、腰痛、胃腸病に効能あり、湯

冷めのしない大変よく暖まる温泉

として好評です。 

ホテル、旅館、民宿が１４軒と国民宿舎があり、露天風呂の「温泉センター天領」が人気です。 
 
 
 
 
○  大白川温泉（平瀬） 

白山室堂から２時間ばかり下ったところに野趣満点、野天同様の大白川温泉があり、登山客の

疲れをいやす湯として人気があったが、大白川ダムの建設で姿を消してしまったのを、湯だけ

を13km離れた平瀬集落まで引き大白川温泉として、昭和４４年に営業を開始した。 

泉質は含食塩、硫黄泉。神経痛、水銀、鉛、ヒ素等の金属中毒、婦人病、皮膚病、心臓病に効

力がある。”子宝の湯”として親しまれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   世界文化遺産 白川郷 合掌造集落 
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